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・安全にお使いいただくために、製品のお取り扱いの前に、必ずこの 

取扱説明書をよくお読み下さい。 
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・お読みになった後は、いつでも見ることができる場所に、必ず保管して 

下さい。 

 

－安全上のご注意－ 

■本製品の性能を十分に発揮させ，正しく安全にお使い頂くために，ご使用の前に，本書を必ずお読み

になり，下記の事項に留意してご使用下さい。 

■お使いになる人や他の人への危害、および自他問わず財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りい

ただくことを説明しています。 

■もしも誤った取扱いをした場合には危険を生ずる恐れがありますが、その程度を下記の区分で示しま

す。 

 

危険の度合いを表す記号の区分 

 

 

 

 

取扱を誤った場合に，危険な状況が起こり得て，死亡や重傷を受ける

可能性が想定される場合。 

 

 

 

 

取扱を誤った場合に，危険な状況が起こり得て，障害や軽症を受ける

可能性が想定される場合及び物的障害のみの発生が想定される場合。 

ただし，状況によっては，重大な結果に結びつく可能性があります。 

 

■危険の内容を下記の記号で表しています 

危険の内容を表す記号の区分 

 

 

 

 

    記号は，警告・注意を促す内容がある事を告げるものです。図の中に具体的な

注意内容（左図は，感電注意）が描かれています。 

 

 

 

 

    記号は，禁止行為であることを告げるものです。図の中に具体的な注意内容（左

図は，接触禁止）が描かれています。 

 

 

 

 

    記号は，行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。図の中に具

体的な注意内容（左図は，業務行動一般）が描かれています。 

危 険

注 意
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目的外使用・複写・転載・開示禁止 株式会社 東光高岳 2021 .７.3０ 

 

 

 

 

1. ご使用にあたり知っておいていただきたいこと 

◇データのバックアップについて 

本アプリケーションには、各機器のデータを定期的にバックアップする機能があります。ハード

ドライブのクラッシュ、ソフトウェアの誤動作によりデータを損失することがないよう、バックア

ップファイルの保存先を外部媒体記憶装置に指定し保存することを推奨します。 

 

◇ネットワークのセキュリティー対策について 

お客様の環境においてファイアウォールなどのセキュリティー対策については、お客様自身の責

任において実施していただきますようお願いします。もし、セキュリティー対策を行わない場合、

計測データなどの流出、不正な制御による障害などの原因となります。セキュリティーの不備など

による損害については当社では一切責任を負いかねますのであらかじめご了承下さい。 

 

◇ステルスプラス、ステルス、スティングプラスコントロール、スティングコントロールの接続機器 

について 

安全にご使用頂くために、接続出来る機器を限定しています。詳細については、本取扱い説明書 

に記載がありますので、注意事項を守りお使い下さい。電気ストーブ・電熱器等の機器に接続した 

場合、火災・感電・傷害が発生する可能性がありますので、接続しないで下さい。 

 

2. 取扱説明書について 

◇本書での表記について 

お使いの PC の使用環境によって一部の表示が異なることがございますので、ご注意下さい。 

 

◇商標表示 

「スティック」、「スティングプラス」、「スティング」、「ステルスプラス」、「ステルス」、「スティ

ングプラスコントロール」、「スティングコントロール」、「スキャン」、「センス」、「スイッチ」、「SLP」

以上の Anna Technology 各製品は Anna Technology B.V の商標または登録商標です。 

「Internet Explorer」、「インターネットエクスプローラ」、「エクスプローラ」、「Microsoft Excel」。 

その他、記載された会社名および製品名はそれぞれ各社の商標または登録商標です。 
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1. 概要 

1.1. はじめに 

本書は、Anna Technology 社製 Source の『取扱説明書』です。Source の操作方法について

記載しています。スマートコンセント本体についての機器仕様・設置方法については、『スマートコ

ンセント機器取扱説明書』をご参照下さい。 

 

本取扱説明書では… 

・Anna Technology B.V 製品を「モジュール」と表記する場合があります。 

・「スティングプラス」、「ステルスプラス」と呼ばれる親機の製品をまとめて「プラスモジュール」

と表記する場合あります。 

「スティング」、「スティングコントロール」、「ステルス」と呼ばれる子機の製品をまとめて「子

機モジュール」と表記する場合あります。 

・「スキャン」、「センス」、「スイッチ」と呼ばれる電池駆動の製品をまとめて「SED」と表記する

場合があります。 

 

1.2. ID の管理 

各製品の背面には ID が記載されたシールが貼り付けてあります。シールの１枚をライセンスカー

ドに貼り管理して下さい。もう一枚は本体に貼り付けたままにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライセンスカード 

スティングプラス 

（背面グレー） 

ID シールをライセン

スカードに貼ります。 

計測する機器や設置する場所を記入します 
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1.3. スマートコンセントとは 

Anna Technology 社製スマートコンセントは、電力使用量の実態をリアルタイムで把握／抑制

でき、電力の「見える化」をコンセント単位で実現する製品です。 

ネットワークの基本構成は、Source と会話するための USB タイプのスティック、スティックと

会話して電力計測機能・ON/OFF 制御機能持ち、ネットワーク全体を管理するプラスモジュール（ス

ティングプラス、ステルスプラス、スティングプラスコントロール）、さらにプラスモジュールと会

話し、同じく電力計測・ON/OFF 制御機能を持つ子機モジュール（スティング、スティングコント

ロール、ステルス ※スティングは計測のみ）で構成されます。SED（センス、スイッチ、スキャ

ン）と組み合わせることで、執務室の温湿度情報を把握したり、壁スイッチにおける LED 照明等の

ON/OFF 制御（ステルス＋スイッチ）や人感連動制御（ステルス＋スキャン）も可能です。 

スマートコンセントの特徴として、ZigBee メッシュワイヤレスネットワークを介して各モジュー

ルがお互いに通信することができます。その中で、一番通信の品質が良いルートが選択され末端の

モジュールまでホッピングして到達します。距離が遠く離れている場合でも、中継機を設置するこ

とで通信が可能となります。 

 

スマートコンセント使用イメージ 
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2. Plugwise Source 

2.1. Plugwise Source について 

Anna Technology 製品の管理・設定を行うには、 管理アプリケーションである「Plugwise   

Source」（以下、Sourceと呼ぶ）を利用します。Sourceは、各モジュールが蓄積した消費電力 

の実態をリアルタイムで把握し、電力をスマートに「見える化」できるアプリケーションです。 

過去の電力量データも閲覧できるため、運用においての傾向の確認や消費電力削減対策のサポー 

トとしてご利用頂けます。 

機能 内容 

消費電力計測 現在値電力及び１時間毎の消費電力量を表示します。 

ON/OFF 制御 
Source 画面・スイッチから ON/OFF 制御を行うことができます。ON/OFF 制御可能

な機器については、別途「スマートコンセント機器取扱説明書」を参照下さい。 

スケジュール制御 設定したスケジュールに従って ON/OFF 制御を行います。 

Web サーバー 
Web ブラウザからアクセスすることで計測データを遠隔から確認出来ます。ON/OFF

制御も可能です。※画面は英語表記です 

センサーによる 

計測・制御 

センス（温湿度センサ）、スキャン（人感・照度センサ）の計測データをレポート画面で

確認出来ます。また、天井に設置したスキャンの情報から、照明の ON/OFF 制御を行い

ます。 

Plugwise Source の主な機能 

 

また、Sourceをご利用頂くためには、以下のスペックを満たすPCが必要ですので事前に準備 

   をお願いします。 

Source をご利用頂くために必要な環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要件 条件 備考 

OS 
Windows10/8/7 

※１ 以下の場合は動作サポート対象外になります。 

・USB ハブなどを経由して接続した場合 

・拡張カードなどにより増設した USB ポートの場合 

※1 Windows8 RT ではご利用頂けません 

HDD 30MB 以上の空き容量 

メモリ 1GB 以上 

CPU 1GHz 以上 

ビデオカード 64MB 以上 
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2.2. 事前準備 

ダウンロードを始める前に、以下のものを一式用意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロード時に必要なもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スティングプラス（背面グレー）×1 

※もしくは、ステルスプラス 

管理 PC×1 

（Source インストール用） 

スティック×1 

ライセンスカード×1 
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上記のものが一式用意出来ましたら、Source のダウンロードからセットアップを始めて下さい。 

以下に、セットアップの流れを記載します。 

ステップ 項目 内容 

１ Source ダウンロード 
指定の URL から Source をダウンロードします。管理用 PC へインストールして

セットアップを始めて下さい。 

２ ネットワーク設定 

モジュールを Source へ登録します。登録することで各モジュール間の「紐付け」

を行い、通信を確立させることが出来ます。Source から各モジュールの ON/OFF

制御、プロパティの各種設定を行うことが出来ます。 

３ ルーム設定 

機器を設置場所（ルーム）毎に分類します。レポート画面では部屋毎の計測データ

を一括で表示することができます。SED を使用する場合は機器と SED をグループ

化することでレポート画面上に SED の計測データを表示できます。 

４ グループ設定 

機器を設置機器毎に分類します。機器毎の計測データを一括で表示することができ

ます。SED を使用する場合は機器と SED をグループ化することで SED の制御対

象を決めることができます。 

５ スケジュール設定 週間スケジュールの設定をすることが出来ます。 

Source セットアップの流れ 
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2.3. ダウンロード 

―注意事項― 

 ・管理 PC をインターネットに接続した状態で行って下さい。 

・スティックは管理 PC に接続しないで下さい。 

 

 

 

① ダウンロードサイトへアクセスします。 ブラウザに下記 URL を入力してアクセスします。 

「https://www.tktk.co.jp/product/autometer/smart-plug/」 

 

② ホームページの下部にある使用許諾書に同意頂きましたら、「使用許諾書に同意してダウンロード」 

をクリックします。 

 

③ 「pwsetup.exe」ファイルの実行または保存を問われますので「保存」をクリックし、任意の場所

（デスクトップなど）へ保存します。 

         

 

クリック 

クリック 
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2.4. インストール 

―注意事項― 

 ・管理 PC をインターネットに接続した状態で行って下さい。 

・スティックは管理 PC に接続しないで下さい。 

 

 

 

① ダウンロードした「pwsetup.exe」をダブルクリックします。 

 

    

 

② 「開いているファイル」画面が表示されたら、「実行」をクリックします。言語設定は「日本語」を

選択して、「OK」をクリックします。 

 

 

 

                      

 

 

  

 

③ 「Plugwise Source セットアップ」画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。また、ライ

センス契約書を確認の上「同意する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 

クリック クリック 

クリック 日本語 

クリック 
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④ インストールオプションを選択します。コンポーネント全てにチェックが入っていることを確認し

「次へ」をクリックします。続いて、Source のインストール先を問われますが、変更せずに「次へ」

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ Plugwise のショートカットを作成するスタートメニューのフォルダを選択します。変更せずに「イ

ンストール」をクリックします。Source のインストールが始まります。 

※インターネット環境によりマニュアルのダウンロードを失敗することがありますが「キャンセル」

をクリックして先へ進んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ Source のインストールが完了したら、「次へ」をクリックします。続けて「Plugwise Source 実行」

にチェックマークが入っていることを確認し「完了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

Source インストール中… 

 

クリック 

クリック 

クリック クリック 

「ダウンロードは失敗しました」と表示され

た場合は、キャンセルをクリック 



 

                                                                                    

DOC00481250 

  

11 

目的外使用・複写・転載・開示禁止 株式会社 東光高岳 2021 .７.3０ 

⑦ Source が実行されますが先に進まず、インストールが完了した状態でスティックを管理 PC に接続

します。「デバイスドライバーソフトウェアをインストールしています」とタスクトレイにポップア

ップウィンドウが表示され、ドライバーが自動的にインストールされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、Plugwise ネットワーク設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでスティックを PC に接続 
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2.5. ネットワーク設定 

Plugwise ネットワーク設定の手順を以下に記載します。本章の設定に従い、Plugwise のモジュ

ールを Source へ登録することで、各モジュール間の「紐付け」が行われ、モジュール同士が通信

を開始します。 

※スターターパック、ミニマムパックのモジュールを使用される場合は「紐付け」は完了している

ため、Source への登録のみです。手順が一部省略されます。  

 

■Plugwise ネットワークとは？ 

Plugwise ではモジュール間の紐付けを行うことにより、ユニークなネットワーク番号が個々のモ

ジュールに付与されます。モジュールはこの番号を記憶し、同じネットワーク番号が付与されたモ

ジュール同士でのみ通信を行います。ネットワークが複数存在する場合でも、他のネットワークと

干渉することはありません。 

 

Plugwise ネットワークのイメージ図 
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―注意事項― 

 ・管理 PC をインターネットに接続した状態で行って下さい。 

・ライセンスを用意し、スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・プラスモジュールに電源を供給して下さい。 

・プラスモジュールはスティックの半径 5ｍ以内、子機モジュール、SED はプラスモジュ 

ールの半径 10ｍ以内に設置して下さい。 

・新しくモジュールを登録する場合は、必ずリセットされたものをご用意下さい。 

 

① Source のダウンロードが終了したら、「ようこそ」画面が表示されますので、「次へ」をクリックし

ます。「準備」画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「ライセンス」画面が表示されたら、ライセンスカードに記載されている 25 ケタの番号を入力しま

す。ライセンス認証されると次のステップへ進むことができますので、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライセンスカード 

 

クリック クリック 

クリック 

ライセンスコード 25 ケタ入力 管理 PC はインターネットに接続して下さい 
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③ 「準備」画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「Stick、モジュール+」画面が表示されたら、スティック及びプラスモジュールの紐付・登録をしま

す。スターターパック、ミニマムパックのモジュールを使用している場合は紐付済ですので、次の画

面に自動的に進行します。リセットされたモジュールを使用し、新規に紐付を行う場合は、赤枠内に

リセットされたプラスモジュールの ID を手動で入力して下さい。入力後、緑色のチェックマークを

クリックして次の画面に進んで下さい。 

※スティックが認識されない場合は「トラブルシューティング」の章を参照して下さい。 

※プラスモジュールが認識されない場合はリセット処理を行う必要がありますので「モジュールのリ

セット」の章を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

スティングプラス（又はステルスプラス）が 

コンセントに接続されていることを再度確認して下さい 
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⑤ 「モジュール数」画面が表示されたら、子機モジュール・SED を紐付・登録します。（追加でモジュ

－ルを購入している場合のみ実施します ※不要な場合は、「次へ」をクリックし、⑧へ進みます）

画面のリストには、先ほど登録したプラスモジュールの ID が表示されますが、新たに登録したい子

機モジュールについては「不明なモジュール」と表示され、登録待ちの状態です。SED を「不明な

モジュール」と表示させるためには、正面のボタンを何度か数秒おきに押して下さい。（スイッチの

セパレートタイプを使用する場合は左右両方のボタンを押して下さい）登録したいモジュールの数だ

け「不明なモジュール」が表示されたら「不明なモジュール」の表示箇所をダブルリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

         スキャン        センス               スイッチ         

 

⑥ 追加したいモジュールがリストに表示され、ID が一致していることを確認します。その後、モジュ

ールの ID を選択し、「追加」をクリックします。さらに、「戻る」をクリックして、モジュール登録

画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 

クリック 

クリック 

ダブルクリック 

ボタンを押す 

ボタンを押す ボタンを押す ボタンを押す 
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⑦ 元の画面に戻ると、追加したモジュールの登録が始まります。登録が終わり、全てのモジュールがオ

ンライン（緑色表示）になるまで暫くお待ち下さい。SED を登録するためには、正面のボタンを数

秒おきに何度か押す必要があります。（スイッチのセパレートタイプを使用する場合は、左右両方の

ボタンを押して下さい。）その後、全てのモジュールがオンライン（緑色表示）になったことを確認

し、「次へ」をクリックします。 

          

          スキャン        センス               スイッチ         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 「メーター割り当て」画面が表示されたら、モジュールの接続されている機器の分類（機器タイプ）

及び設置場所（ルームタイプ）の情報をプルダウンから選択します。SED は、設置場所（ルームタ

イプ）及びスイッチンググループ（自動制御の対象とするグループ）をプルダウンから選択します。

接続する機器の名前と設置場所の名前を入力あるいはプルダウンより選択します。必要な情報を入力

したら「保存」後、「次へ」をクリックします。 

※この情報は、Source の「機器画面」の中で、後からでも変更可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      スティング、ステルス設定画面          スキャン設定画面 

 

接続中… 緑色表示を確認 

クリック 

入力 

クリック クリック 

入力 

ボタンを押す 

ボタンを押す ボタンを押す ボタンを押す 
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 スイッチ設定画面              センス設定画面 

 

⑨ 「電力料金」画面が表示されたら、電力会社との「電気料金」、「CO2 排出量」の値を入力します。

入力したら「次へ」を選択します。 

※この情報は、Source のエネルギー換算値画面の中で、後からでも変更可能です。 

 

電気料金は、各電力会社の契約条件によって異なります。お客様の契約されている電気料

金を確認して入力を行って下さい。詳細は各電力会社のホームページで確認して下さい。 

（記入例：15\/kWh ※基本料金を除く大規模ビルの電力料金単価の一般例） 

CO2 排出量も同様に各電力会社にて異なります。各電力会社のホームページを確認して 

下さい。 

（記入例：0.491kg/kWh 東京電力エナジパートナー平成 27 年度実績） 

 

 

 

 

クリック 

入力 

クリック 

クリック 

入力 

 

入力 

入力 
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⑩ 「電力量データ」画面が表示されたら、「個人情報が Plugwise に送信されることに合意します」の

チェックマークを外し、「次へ」をクリックします。警告メッセージが表示される場合がありますが、

「Yes」を選択し、次へ進みます。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 「郵便番号」の入力画面が表示されたら、「使用量データが送られることに合意します」のチェック

マークを外し、｢次へ｣をクリックします。警告メッセージが表示される場合は「Yes」を選択し、次

へ進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 「アクティベート」画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。続いて、「終了画面」が表示さ

れたら「終了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックを外す 

チェックを外す 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 
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⑬ 「レポート」画面が表示されたら、画面右下の「設定」アイコンをクリックして、メニュー画面を表

示します。 

 

 

⑭ 「メニュー」画面が表示されたら、「プログラム」アイコンをクリックします。 

 

⑮ 「設定/プログラム」画面が表示されたら、通貨を「￥」を選択し、「保存」をクリックします。 メ

ッセージ画面が表示されますので、「OK」をクリックします。次に、画面右上の「×」をクリックし

て、Source を終了します。 

           

 

 

 

クリック 

クリック 

クリック 



 

                                                                                    

DOC00481250 

  

20 

目的外使用・複写・転載・開示禁止 株式会社 東光高岳 2021 .７.3０ 

2.6. ネットワーク設定後の確認 

Source を起動し、電力が表示されているか確認します。計測したい機器にスティングプラスを接

続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

① デスクトップに作成された「Plugwise Source」をダブルクリックします。 

    

 

 

② 「レポート」画面が表示されたら、 左下の「電力：」に接続した機器の消費電力が表示されている

ことを確認します。 

 
 

 

 

以上で全ての設定は完了です。Source で消費電力の確認やグラフ表示等ができます。 

 

 

ダブルクリック 

スティングプラスに接続した機器の消費電力

が計測できていれば、ここの数値が表示され

ます。 

設定直後の時点では、グラフが表示されませ

ん。設定から最大で約２時間経過後にグラフ

が表示されます 

機器（モニター） 電源（OA タップ） 

スティングプラスを機器

に接続 
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3. Source メインメニューコンテンツ解説 

Source を起動し、画面右下の「設定」ボタンをクリックすることでメインメニューが表示されま

す。この画面から各コンテンツに移動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Source メインメニュー画面 

 

項目 用途及び機能 

① レポート 

現在値電力及び１時間毎の消費電力量を表示します。また、SED の１時

間毎のロギングデータを表示することができます。計測データを CSV フ

ァイルで出力することも可能です。 

② スケジュール 設定した時刻に ON/OFF 制御を自動で行うことができます。 

③ 機器 
全てのモジュールの通信状態、消費電力（瞬時値）、センサーの計測情報、

モジュールのプロパティ情報を確認することができます。 

④ ルーム 
機器を設置場所毎にグループ化することができます。グループ化した機器

の消費電力をまとめて確認できます。 

⑤ グループ 
機器を機器対象毎にグループ化することできます。グループ化した機器の

消費電力をまとめて確認できます。 

⑥ モジュール追加 

新たにモジュールを追加することができます。測定対象を増やしたい場合

に使用します。スティックとプラスモジュールを接続することで、画面が

アプティブになります。 

⑦ メーター追加 「Smile」を追加することができます。※この機能は使用しません。 

⑧ システム SED を使用する際のデフォルト設定の変更を行うことが出来ます。 

③ 
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メインメニュー画面コンテンツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 個人情報 

住所や氏名の登録、また Source に関するアップデート情報を Email ア

ドレスに通知する設定を行うことができます。 

※本コンテンツの変更は行わないで下さい 

⑩ エネルギー換算値 
CO2 排出量、電気料金の換算値、及び電気料金の夜間割引の設定を行う

ことができます。 

⑪ プログラム 
言語、通貨、バックアップ、プロキシサーバー、ポート番号の設定を行う

ことができます。 

⑫ バックアップ 
Source に蓄積したデータ及び登録情報をバックアップファイルとして

保存することができます。 

⑬ ヘルプ 
PDF の取り扱い説明書を参照できますが、英語表記となっています。 

Source をご使用の際は、本取り扱い説明書をご覧下さい。 

⑭ アップデート 
Source 及びモジュールの Firmware をアップデートすることができま

す。 

⑮ 設定 本メインメニュー画面に移動することができます。 
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3.1. 機器 

機器画面の画面構成・各機能について説明します。 

■機器とは？ 

Source ではエネルギーを管理するために「機器」と呼ばれる箱を作成します。作成した機器は、

以下 Source 画面の「①」に表示されます。この機器に対して、ネットワーク構成で登録した「②」

に表示されているモジュールをドラッグ＆ドロップして割り当てます。割り当てることでモジュー

ルの計測したデータがこの機器に対して蓄積します。 

この機器の機能を活用する方法として運用例を説明します。予め「パソコン」「プリンター」とい

う名の機器を 2 台分作成しておきます。モジュールを「パソコン」に割り当ててデータを計測する

と、計測データは「パソコン」の機器に対して蓄積されます。次に機器の値を比較するために、モ

ジュールをプリンターに繋ぎ換えて計測しました、この際、モジュールを「プリンター」の機器に

対して割り当てを変更します。計測データは「プリンター」の機器に対して蓄積されます。それぞ

れの機器毎にデータは蓄積されるので、レポート画面では比較して閲覧することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器画面 

 

       ―注意事項（接続可能な機器について）― 

・ステルスプラス、ステルスは照明のみ接続することが可能です。 

・スティングプラス、スティングは計測専用モジュールなので電気製品全てに接続可能で 

      す。 

・スティングプラスコントロール、スティングコントロールは、安全性を考慮し接続出来 

る機器を限定しています。別途用意されている「スマートコンセント機器取扱説明書」 

に接続可能な機器の一覧を記載していますので、注意事項をよく読みご使用下さい。 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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① 機器一覧 

・作成した機器が一覧で表示されます。右クリックすることで機器のプロパティを表示します。 

・ON/OFF 制御の状態に合わせてアイコン左上のランプマークが変化します。 

「ON  」「OFF  」「オフライン   」（モジュールに電源が供給されていないか通信不可） 

・アイコンの左下に ON/OFF 制御の可否状態が表示されます。 

「制御可   」「制御不可  」 

※制御可にするには、機器の紐付設定をする際に「接続していない」をクリックして下さい。 

 

以下に、右クリック→プロパティで表示できる「機器設定」のプロパティ画面について説明します。 

 

機器設定のプロパティ 

項目 説明 

名前 
機器の名称を入力します。機器を分類するため、ユニークな名称を付けるこ

とを推奨します。 

タイプ 機器の対象によって選択します。タイプによりアイコンが変化します。 

メーター 機器に割り当てられている ID です。 

電力 モジュールが計測している瞬時値が表示されます。 

スケジュール モジュールに設定されているスケジュール情報が表示されます。 

ルーム 登録されている機器のルームを表示します。プルダウンより変更可能です。 

一時的にネットワ

ークから除外 

チェックを付けることで対象のモジュールをネットワークから一時的に除

外することが出来ます。この設定を有効にすることで、対象のモジュールと

は無通信状態となりますので、ネットワークの負荷を一時的に低減すること

ができます。また、不用意な操作を避けたい機器が接続されている場合や一

時的に ON/OFF 操作を禁止したい場合に設定を有効にして下さい。 

合計電力量に 

含めない 
レポート画面で合計電力量を表示する際に対象から除外します。 

 ? 
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機器設定のプロパティ項目 

 

② モジュール一覧 

・ネットワーク構成で登録したモジュールが一覧で表示されます。 

③ センサー、他モジュール一覧 

・登録済みのスティック、SED が表示されます。 

④ Gateways 

・登録済の SLP が表示されます。 

⑤ ネットワーク 

・登録済のスティックに紐付されているモジュールの情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動 OFF 禁止 手動制御をクリックした際の OFF 制御禁止とします。 

発電機 

（ソーラーなど） 

発電機等にモジュールを接続し発電量を計測する際にチェックをつけます。

レポート上での表示色が変わります。 

ブロードキャスト

(ON/OFF)に応答 

手動 OFF 禁止にチェックを付けることで選択できます。チェックを付ける

ことで SED による ON/OFF 制御を有効にします。※チェックが付いてい

ない場合は OFF 制御が動作しません。 

禁止機器への 

接続状況 

本設定はモジュールを機器へ割り当てた際に表示される「注意喚起メッセー

ジ」を選択することで、自動的に変更されます。 

・「未設定」…機器を作成した際のデフォルトの設定です。 

・「接続している」…ユーザー側で安全な機器が接続されていないと設定さ 

れており、機器の ON/OFF 制御が禁止されている状態です。 

・「接続していない」…ユーザー側で安全な機器が接続されていると確認が 

取れており、機器の ON/OFF 制御を行うことが出来る状態です。 

※ON/OFF 制御を許可するには、安全な機器を接続していることを確認し

た後に注意喚起メッセージが表示されている画面で「接続していない」を選

択して下さい 

電力量 今まで計測した合計の電力量が表示されます。 
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以下に、右クリック→プロパティで表示できる「スイッチ設定」のプロパティ画面について説明します。 

 

スイッチ設定のプロパティ 

スイッチへ送信する設定項目 

 

※初期値を変更しないで下さい。設定を変更することにより電池の寿命が縮まります。 

 

■設定の保存 

変更した設定を有効にするには｢保存｣をクリック後にスイッチ本体のボタン（○か|）を数回押して下

さい。機器画面上のアイコンが以下のように変化することを確認して下さい。ボタンを押さずとも暫く

待機することで設定は有効になりますが最大で数十分掛かります。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 用途及び機能 初期値 

起動間隔 

ライブチェックのため、設定された間隔で Source と通信を行いま

す。 

※SED（スリープ端末装置）は電池の消耗を防ぐため、平常時は他

モジュールと通信をしていません 

24 時間 

起動経過 SED が起動後に通信を続ける時間です。 10 秒 

スイッチへ送信する設定項目 

設定送信の待機中… 設定送信完了！ 
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以下に、右クリック→プロパティで表示できる「スキャン設定」のプロパティ画面について説明します。 

 

スキャン設定のプロパティ 

スキャンへ送信する設定項目 

■設定の保存 

変更した設定を有効にするには｢保存｣をクリック後にスキャン本体の通信 LED ボタンを数回押して下

さい。機器画面上のアイコンが以下のように変化することを確認して下さい。 

       

 

 

 

項目 用途及び機能 初期値 

スイッチ OFF 遅延 

スキャンは人を検知するとステルスに対してON制御を実行し照明

を点灯します。その後、一定時間人を検知しないと OFF 制御実行

し照明を消灯します。この OFF 制御を実行するまでのタイマー時

間が本設定となります。待機時間は 1 分～4 時間の間で選択できま

すが 1.5 時間以上の設定はせず、1 時間までの設定として下さい。 

※1.5 時間以上に設定した場合、ON/OFF 制御は実行されません 

15 分 

感度 

人検知の範囲を｢中｣、｢強｣の 2 タイプで設定できます。 

仕様の詳細については｢スマートコンセント機器取扱説明書｣を参照

願います。 

中 

デイオーバーライド 

（昼光利用） 

チェックすることで昼光利用制御を有効にします。仕様の詳細につ

いては｢スマートコンセント機器取扱説明書｣を参照願います。 
無効 

次回起動で測定 
チェックし｢保存｣することで、昼光利用のための設定値を測定しま

す。 
無効 

起動間隔 スイッチに記載してある内容と同様です。 24 時間 

起動経過 スイッチに記載してある内容と同様です。 10 秒 

スキャンへ送信する設定項目 

設定送信の待機中… 設定送信完了！ 
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以下に、右クリック→プロパティで表示できる「センス設定」のプロパティ画面について説明します。 

 

センス設定のプロパティ 

センスへ送信する設定項目 

 

■設定の保存 

変更した設定を有効にするには｢保存｣をクリック後にセンス本体の通信 LED ボタンを数回押して下さ

い。機器画面上のアイコンが以下のように変化することを確認して下さい。 

          

 

 

 

 

 

 

 

項目 用途及び機能 初期値 

センス測定間隔 
現在の温度と相対湿度を設定間隔毎に Source へ送信します。 

※間隔を短くすると電池の寿命が縮まります 
15 分 

による切り替え 
｢温度・湿度｣のしきい値を設定し、グルーピングされているモ

ジュールに対して ON/OFF 制御を行います。 
中 

アドバンス設定 
上限しきい値および下限しきい値を設定することで、不感帯を

持たせた ON/OFF 制御が可能です。 
無効 

起動間隔 スイッチに記載してある内容と同様です。 24 時間 

起動経過 スイッチに記載してある内容と同様です。 10 秒 

センスへ送信する設定項目 

設定送信の待機中… 設定送信完了！ 
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■作成した機器へモジュールを割り当てる 

機器作成を行い、モジュールを割り当てることで、計測データを機器に蓄積します。また、本操作を

実行することで、モジュール（SED 以外）の遠隔操作が可能となります。 

※ネットワーク設定時に終了している場合は設定不要です 

「パソコン 1」という名前の機器を作成し、ID が「1A40091」のモジュールを割り当ててみます。初

めに、「機器追加」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 登録する機器の名称変更及びタイプを選択します。機器の設定については一般的な方法を記します。

最後に「保存」して作成完了です。 

 

 
 

クリック 

このモジュールを作成

した機器に割り当てる 

 

「保存」して作成完了 

 

名前を「パソコン１」へ 

 

機器のタイプを選択します 

「ノートブック」を選択 

 

<設定例>左記のようにチェックを入れる 

「禁止機器への接続状況」は未設定とする 
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② ドラッグ&ドロップして登録したい機器に対してモジュールを割り当てます。割り当てると、注意喚

起メッセージ表示されます。安全な機器が接続されていることを確認した上で、「接続していない」

をクリックして先へ進んで下さい。接続可能な機器については、別途用意されている「スマートコン

セント機器取扱説明書」に記載がありますので、注意事項をよく読みご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

 

 

 

③ 「電力」が表示されることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグ&ドロップして登録したい 

機器に対してモジュールを割り当てます 

 

「電力」が表示されたら割り当て完了です 

 

クリック 
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3.2. レポート 

レポート画面の画面構成・各機能について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 時間別棒グラフ 

時間別の電力量データが表示されます。デフォルトは本日分の電力量が１時間毎で表示されます。SED

が選択されている場合は、それぞれのスキャンデータが表示されます。 

※機器にモジュールを割り当ててからグラフが表示されるまで、最大で２時間程度掛かります。毎正時

３～５分にグラフは更新されます。 

 

                                   電力量表示画面 

① 
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② 

⑧ 

⑩ 

・種別を変更することで縦軸をエネルギー換算値にて表示できます 

・｢から～まで｣を変更することで表示期間を変更できます 

・｢毎｣を変更することで電力の表示を「時」「週」「月」「年」毎に

変更することができます 

リストより電力量表示 

する対象を選択します 
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センス動作表示画面 

 

 

スキャン動作表示画面 

 

 

 

リストよりセンスを選択します 

リストよりスキャンを選択します 

・｢から～まで｣を変更することで表示期間を変更できます 

 

・｢から～まで｣を変更することで表示期間を変更できます 

・｢毎｣を変更することで電力の表示を「時」「週」「月」に変更することが

できます 
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② レポート機器一覧 

・ルーム、グループ、機器で登録した内容がツリー構成にて表示されます。アイコン横の＋記号をクリ

ックすることで主要項目を広げることができます。 

・制御状態に合わせてアイコン横のランプマークが変化します。 

 

③ 手動制御 

・機器アイコン（     ）を選択した状態で手動制御のアイコン（    ）をクリックすること

で機器の ON/OFF 制御が可能です。実行する場合は、機器アイコン左に表示されている操作結果のフ

ィードバック（ランプマーク）で操作が確実に行われたことを確認して下さい。 

・クリック時に以下の画面が表示されます。ON/OFF 制御を実行する場合は、「はい」を選択して下さ

い。取り消す場合は「いいえ」を選択して下さい。 

        

  ON 選択時の表示画面            OFF 選択時の表示画面 

 

■機器アイコンのフィードバック情報 

・「ON  」 

・「OFF  」 

・「オフライン   」（モジュールに電源が供給されていないか、または通信不可） 

 

④ リアルタイム電力・電力量表示 

・リアルタイムの計測値が「電力」として、計測データのトータルが「電力量」として表示されます。

また電気料金及び CO2 排出量は「エネルギー換算値」で設定した値を用い演算表示されます。 

 

⑤ 画面更新 

・レポート画面の更新を行います。もし、最新データが更新されていない場合はこちらをクリックする

事で計測データを各モジュールから収集します。 

 

⑥ 棒グラフ表示切替 

・選択した「種別」「毎」「期間」の組み合わせにより①棒グラフの表示を切替えます。 

 

⑦ コンテンツ移動 

・選択した各コンテンツ（ヘルプ、アップデート、設定）へ移動します。 

 

 

 ? 
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⑧ スティック通信状態 

 

⑨ データ出力 

・「②」で選択している「機器」において、CSV ファイル形式のデータ出力が行えます。 

―注意事項― 

 ・24 時間計測データが「0」の場合、またはモジュールが取り外されていた場合は該当す 

る日付のデータは出力出来ません。 

 

■電力量の CSV 出力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示 説明 

  

認識されている時の状態です。 

 

データを送信または受信している時の状態です。時間および下のバーは

送信の進行状態を示しています。 

 

Source 起動時にスティックを認識した場合の状態です。 

 

スティックが接続されていない状態、または Source 上で認識されてい

ない時の状態です。 
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レポート画面に表示されているデータがそのままの形で出力されます。「毎」を「時」と選択して

いる場合は１時間毎、「月」と選択している場合は「１カ月」毎の電力量データが表示されます。１

行目の項目について以下に説明します。 

 

電力量の CSV 出力データ項目 

 

 

項目 説明 

Dat、Day、Time 当該データの日付、曜日、時刻が表示されます 

Name、Type 「機器」にて登録されている名称及びタイプが表示されます 

Roo、Room_Type 設定されている部屋名称及びタイプが表示されます 

kWh、kgCo2 

Costs 

計測データが各単位で表示されます。出力データは時刻（時、日、週、月、

年）毎の合算値です。また CO2 及び料金は「エネルギー換算値」にて登録

した値に従い算出表示されます 

peak_kWh、 

peak_kgCo2、 

peak_Costs 

「エネルギー換算値」に設定したピーク時間帯の設定時間帯の計測データを

表示します 

offpeak_kWh、 

offpeak_kgCo2、 

offpeak_Costs 

「エネルギー換算値」に設定した OFF ピーク時間帯における計測データを

表示します 

Prod kWh、 

Revenue 
｢発電量｣｢発電料金｣を表示します 
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■センスの CSV 出力データ 

 

 

レポート画面に表示されているデータがそのまま出力されます。「毎」を「時」と選択している場

合は１時間毎、「月」と選択している場合は「１カ月」毎の電力量データが表示されます。１行目の

項目について以下に説明します。 

 

センスの CSV 出力データ項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

Date データの時刻が表示されます。 

Name センスの「ID」が表示されます。 

Temperature 

Humidity 

温度、湿度の計測データ表示されます。出力データは時刻（時、日、週、月）

毎の平均値です。 
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■スキャンの CSV データ 

 

 

レポート画面に表示されているデータがそのままの形で出力されます。「毎」を「時」と選択し

ている場合は１時間毎、「月」と選択している場合は「１カ月」毎の電力データが表示されます。１ 

行目の項目について以下に説明します。 

 

スキャンの CSV 出力データ項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

Name 設定されているルームの名称＋ID は表示されます。 

ON-Off 
スキャンが人を検知して ON を出力した時間及び、未検知になり OFF を出

力した時間のタイムスタンプです。 

Minutes ON 状態が継続した時間（分）です。 
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⑩ 電力量比較 

・機器２種類を選んで電力量を比較できます。比較する方法を以下に記載します。 

１．「照明」を選んで右クリックします。 

２．「比較に追加」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．プルダウンに「照明」が追加されたことを確認します。 

４．「機器」を選択します。レポート上に「照明」と「機器」の電力量が同時に表示されます。 

※電力量の大きいデータが背面に、少ないデータが前面に表示されます。積み上げ棒グラフで 

はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「機器」電力量 

「照明」電力量 

比較対象 

比較対象 

１．右クリック 

 

２．比較に追加を選択 

３．比較に追加されたことを確認 

４．機器を選択 
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3.3. スケジュール 

スケジュール画面の画面構成・各機能について説明します。スケジュールによる制御はリレーを

有しているステルスプラス、ステルス、スティングプラスコントロール、スティングコントロール

にのみ有効な機能です。 

また、初めて画面を表示する際に以下のメッセージが表示されます。安全な機器が接続されてい

ることを確認した上で、「接続していない」をクリックして先へ進んで下さい。接続可能な機器につ

いては、別途用意されている「スマートコンセント機器取扱説明書」に記載がありますので、注意

事項をよく読み、接続可能な機器にのみご使用下さい。 

 

注意喚起メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール画面 

① スケジュール機器一覧 

・ルーム、グループ、機器の各画面で登録した内容がツリー構成にて表示されます。アイコン横の＋記

号をクリックすることで主要項目を広げることができます。 

・ON/OFF 制御の状態に合わせてアイコン左上のランプマークが変化します。 

「ON  」「OFF  」「オフライン   」（モジュールに電源が供給されていないか、または通

信不可） 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ ⑤ 

 ? 

 

クリック 
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・アイコンの左下に ON/OFF 制御の可否状態が表示されます。 

「制御可  」「制御不可  」 

※制御を可にするには、機器の紐付設定をする際に「接続していない」をクリックして下さい。 

② スケジュールカレンダー一覧 

・作成したスケジュールが一覧で表示されます。 

 

③ スケジュール情報 

・②の中で選択しているスケジュール情報が表示されます。スケジュールは最短１５分間隔で設定可能

で 

す。 

・白⇒OFF 青⇒ON 緑⇒スタンバイキラー 

スタンバイキラー：消費電力がしきい値以下になると、モジュールの電源を OFF にすることができる

待機電力をカットする機能です。しきい値の設定幅は「5～3600W」です。 

 

④ エネルギー情報（カレンダー表示） 

・スケジュールが組まれている機器を選択して下さい。スケジュールを組むことで削減される消費電力

が赤色で表示されます。 

 

⑤ エネルギー情報 

・スケジュールを組むことで、モジュール「ON」時間帯「OFF」時間帯、１週間当たりのエネルギー削

減率、１年間当たりのエネルギー削減率が表示されます。 

 

⑥ スケジュールコマンド 

・スケジュールの作成、削除ができます。また、作成したスケジュールを保存しモジュールに送信しま

す。 
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■作成したスケジュールを機器に割り当てる 

設定したスケジュールに従って機器の ON/OFF 制御を行います。 

① スケジュール設定を行うためのカレンダーを作成します。スケジュールの追加をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「スケジュール設定」画面表示されますので、任意の名前をつけ「保存」をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール追加をクリック 

クリック 

任意の名前をつけます。 

<例>省エネスケジュール 
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③ 新しく作成したスケジュールが表示されました。続けてスケジュールのカレンダー設定を行います。

設定を行いたいカレンダーを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 赤枠内にてスケジュール設定を行えます。ドラッグ&ドロップでまとめてスケジュール設定を行いた

い箇所を選択できます。選択箇所は灰色となります。 

白⇒OFF 青⇒ON 緑⇒スタンバイキラー 

スタンバイキラー：消費電力がしきい値以下になると、モジュールの電源を OFF にすることができ

る待機電力カット機能です。しきい値の設定幅は 5～3600W です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<設定例> 

■月曜～金曜 

8時～12時,13時～18時：ON 

0 時～8 時,12 時～13：OFF 

18 時～24 時：スタンバイキラー 

■土日：終日 OFF 
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⑤ 設定したスケジュールを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 設定したスケジュールを機器に反映させます。設定したい機器に対してスケジュールをドラッグ&ド

ロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定を終えたらスケジュールを保存します 

 

設定したい機器に対してスケジュールを 

ドラッグ&ドロップします 
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⑦ カレンダーが機器に対して割り当てられたことを確認して下さい。最後に機器に対してスケジュール

情報を送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器に対してスケジュール情報を送信します 

 

カレンダーを確認 
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3.4. ルーム 

機器を設置場所毎に分類し管理するための機能です。部屋毎に分類することでレポート画面では、

部屋毎の計測データをまとめて表示することができます。グループ画面と違い対象を複数の部屋に

分類することはできません。また、こちらの画面で SED と機器をグループ化することでレポート画

面上にて計測データを表示することができます。 

また、初めて画面を表示する際に以下のメッセージが表示されます。安全な機器が接続されてい

ることを確認した上で、「接続していない」をクリックして先へ進んで下さい。接続可能な機器につ

いては、別途用意されている「スマートコンセント機器取扱説明書」に記載がありますので、注意

事項をよく読み、接続可能な機器にのみご使用下さい。 

 

注意喚起メッセージ 

 

ルーム画面 

① ルーム一覧 

・作成したルームの一覧が表示されます。ツリー上で表示され、ルームの下には属している機器が表示

されます。作成したルームは「レポート」「スケジュール」画面にて表示されます。 

② 機器一覧 

・「機器」画面にて作成した機器が一覧で表示されます。未割り当て分のみ表示のチェックを外すこと

で全ての機器が表示されます。 

③ センサー一覧 

・登録されている SED が一覧で表示されます。 

① 

② 

③ 

クリック 
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■作成したルームに機器を割り当てる 

「休憩室」という名称のルームを作成し「ウォーターベット」という名前の機器を割り当ててみます。 

① ルーム追加を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 名称変更に「休憩室」、タイプは「ゲストルーム」を選択して保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

ルームを作成しこの機器を割

り当てる 

 

ルーム追加を選択 

 

「ゲストルーム」を選択 

 

「保存」を選択 

 

「休憩室」と入力 
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③ 新たに作成された「休憩室」という名前のルーム対して「ウォーターベッド」をドラッグ&ドロップ

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「休憩室」にウォーターベッドが割り当てられました。同様の手順で「センサー一覧」リストから

SED を部屋に割り当てることでレポート画面上に計測データを表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ウォーターベッド」を選択し「休憩室」

へドラッグ&ドロップします 

 

休憩室に対してウォーターベッドが 

割り当てられました 
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3.5. グループ 

機器を設置機器毎に分類し管理するための機能です。分類することでレポート画面では、機器毎

の計測データをまとめて表示することができます。ルーム画面と違い対象を複数のグループへ割り

当てることができます。SED を使用する場合は、こちらの画面で機器と SED をグループ化するこ

とで SED の制御対象を決めることができます。 

また、初めて画面を表示する際に以下のメッセージが表示されます。安全な機器が接続されてい

ることを確認した上で、「接続していない」をクリックして先へ進んで下さい。接続可能な機器につ

いては、別途用意されている「スマートコンセント機器取扱説明書」に記載がありますので、注意

事項をよく読み接続可能な機器にのみご使用下さい。 

 

注意喚起メッセージ 

 

グループ画面 

① グループ一覧 

・作成したグループの一覧が表示されます。ツリー上で表示され、グループの下には属している機器が

表示されます。 

■アプリケーショングループ 

・ウェブ画面上で機器をグループ毎に表示する際に表示されます。 

 

① 

② 

③ 

④ 

クリック 
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■スイッチンググループ 

・スイッチンググループを作成し機器と SED を割り当てることで、同じグループに属している機器が

SED の制御対象となります。 

■レポートグループ 

・レポートグループを作成し機器を割り当てることで計測データを「レポート」「スケジュール」画面

にて表示できます。 

② 機器一覧 

・登録されている機器が一覧で表示されます。 

③ センサー一覧 

・登録されている SED が一覧で表示されます。 

④ 全グループ送信 

・Source 上で設定した各センサーの設定値を全 SED に対して再送します。設定値とは SED をタブル

クリックした際に表示される「起動間隔」「起動経過」「スイッチ OFF 遅延」の情報です。 

※Source 上の設定値を SED に再送する場合に使用します 

 

■作成したグループに機器を割り当てる 

「照明」という名称のグループを作成し「白熱電球」「LED」という機器を割り当ててみます。 

① グループ追加を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループを作成しこの機

器２つを割り当てる 

 
グループ追加を選択します 
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② 名称変更に「照明」、タイプは「レポート」を選択し保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 新たに作成した「照明」という名前のグループに対して「白熱電球」「LED」をドラッグ&ドロップ

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「レポート」を選択 

 
「照明」と入力 

 

「保存」を選択 

 

「白熱電球」「LED」をドラッグ&ドロップします 
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④ 「照明」のグループに「LED」「白熱電球」が割り当てられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照明に「LED」「白熱電球」が割り当てられました 
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■作成したグループに SED を割り当てる 

作成したグループに機器と SED 割り当てることで、SED の制御対象を設定することが出来ます。 

―注意事項― 

 ・１台の SED で複数台の機器を制御対象としないで下さい。また、複数台の SED で 1 台

の機器を制御対象としないで下さい。正常に動作しない可能性があります。 

SED と機器は必ず１対１の組み合わせでグルーピングして下さい。 

 

① グループ追加を選択します。 

   

② 名称変更に「LED」、タイプは「スイッチング」を選択、「一括切替可」（ブロードキャスト利用）に

チェックを入れて保存します。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ追加を選択します 

 

グループを作成しこの機器

を割り当てる 

 

「スイッチング」を選択 

 
<例>「LED」と入力 

 

「保存」を選択 

 

SED による制御を有効にするには 

チェックを付けて下さい。チェック

を外すことで制御を無効にします 
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③ 「照明 15」という名前の機器を、先ほど作成した「LED」というグループに対して割り当てます。 

 

④ 次に SED を割り当てます。登録した SED はスイッチングトリガーの一覧に表示されます。セパレ

ートタイプの「スイッチ」を使用する場合はボタンの「左側」「右側」が別々に表示されます。片方

だけ割り当てて使用することもできますし、両方を別々の対象に割り当てて使用することも可能です。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ スイッチはボタンを押すことでアイコンの状態が変化して ON/OFF 制御出来ることを確認して下さ

い。また、スキャンは人を検知することで同様にアイコンが変化して ON/OFF 制御が実行されます。 

 

 

 

 

 

 

1.ドラッグ&ドロップします 

 

2.機器が割り当てられました 

1.「LED」に対してドラッグ&ドロップします 

 
2．SED が割り当てられました 

アイコンの状態が変化します 
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3.6. モジュール追加 

Plugwise ネットワークへ各種モジュール（子機モジュール、SED）を追加する方法を以下に記し

ます。 

―注意事項― 

 ・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・プラスモジュールに電源を供給して下さい。 

・プラスモジュールはスティックの半径 5ｍ以内、子機モジュール、SED はプラスモジュ 

ールの半径 10ｍ以内に設置して下さい。 

・新しくモジュールを登録する場合は、必ずリセットされたものをご用意下さい。 

 

① メインメニューの「モジュール追加」を選択することで、「モジュール数」画面が表示されます。こ

の画面にて各種モジュール（子機モジュール、SED）の紐付・登録作業を行います。画面のリストに

は、プラスモジュールの ID が表示されますが、新たに登録したい子機モジュールを電源に接続する

と、「不明なモジュール」と表示され、登録待ちの状態となります。SED を「不明なモジュール」と

表示させるためには、正面のボタンを何度か数秒おきに押して下さい。（スイッチのセパレートタイ

プを使用する場合は左右両方のボタンを押して下さい）登録したいモジュールの数だけ「不明なモジ

ュール」が表示されたら「不明なモジュール」の表示箇所をダブルリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

         スキャン        センス               スイッチ        

  

 

ダブルクリック 

ボタンを押す 

ボタンを押す ボタンを押す ボタンを押す 
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② 追加したいモジュールがリストに表示され、ID が一致していることを確認します。その後、モジュ

ールの ID を選択し、「追加」をクリックします。さらに、「戻る」をクリックして、モジュール登録

画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 元の画面に戻ると、追加したモジュールの登録が始まります。登録が終わり、全てのモジュールがオ

ンライン（緑色表示）になるまで暫くお待ち下さい。SED を登録するためには、正面のボタンを数

秒おきに何度か押す必要があります。（スイッチのセパレートタイプを使用する場合は、左右両方の

ボタンを押して下さい。）その後、全てのモジュールがオンライン（緑色表示）になったことを確認

し、「次へ」をクリックします。 

          

          スキャン        センス               スイッチ         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 

クリック 

クリック 

接続中… 緑色表示を確認 

クリック 

ボタンを押す 

ボタンを押す ボタンを押す ボタンを押す 
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④ 「メーター割り当て」画面が表示されたら、モジュールの接続されている機器の分類（機器タイプ）

及び設置場所（ルームタイプ）の情報をプルダウンから選択します。SED は、設置場所（ルームタ

イプ）及びスイッチンググループ（自動制御の対象とするグループ）をプルダウンから選択します。

接続する機器の名前と設置場所の名前を入力あるいはプルダウンより選択します。必要な情報を入力

したら「保存」後、「次へ」をクリックします。 

※この情報は、Source の「機器画面」の中で、後からでも変更可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      スティング、ステルス設定画面          スキャン設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スイッチ設定画面              センス設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 

クリック 
クリック 

クリック クリック 

入力 

入力 

 

入力 
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⑤ 「終了」画面が表示されたら、モジュール追加は終了です。「終了」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ Source を起動すると、追加したモジュールが「機器」画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

追加したモジュールは「機器画面」のリスト

に表示されます 
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3.7. モジュールのリセット 

本コンテンツでは、モジュールのリセット方法を記載します。予期せぬトラブルが生じた場合（モ

ジュールを認識しない、Source 上でエラーメッセージが表示され各コンテンツに移動できない等）

やネットワークを一から構成したい場合にはモジュールのリセット行う必要があります。リセット

後にコンテンツ内の｢モジュールの追加｣、または全てのプログラム⇒｢Plugwise Source｣⇒｢コンフ

ィグレーションウィザード｣からモジュールの再登録を行って下さい。 

リセット方法にはソフトリセット、ハードリセットの２種類の手段があり、どちらか実行するこ

とでネットワークからモジュールを除外することができます。 

※リセット方法はソフト/ハードの 2 種類がありますが、基本的にはソフトリセットにて対応して下

さい。ソフトリセットができない状況の際はハードリセットにて対応下さい。 

 

―注意事項― 

 ・プラスモジュールをリセットする場合には他の全てのモジュールをリセットする必要があ 

ります。リセットした場合全ての計測データ及びネットワーク構成の情報が失われます 

のでご注意下さい。 

 

■プラスモジュールをリセットする場合の手順 

※全てのモジュールをリセットする必要があります。 

ステップ リセット対象 注意事項 

１ 子機モジュール リセットの成功の可否を確認する 

２ プラスモジュール リセットの成功の可否を確認する 

３ スティック - 

リセット手順 

 

■子機モジュールのみをリセットする場合の手順 

ステップ リセット対象 注意事項 

１ 子機モジュール リセットの成功の可否を確認する 

リセット手順 
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3.7.1. ソフトリセット 

Source を用いたソフトリセットの方法を以下に記します。 

 

■スティング、ステルスのリセット 

スティング、ステルスを Source からリセットする方法を以下に記載します。 

―注意事項― 

 ・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・スティング、ステルスのリセットを行った場合、計測データは全て失われます。 

 

① Source を立ち上げてメニューより「機器」を選択し以下の画面より開始します。リセットしたいモ

ジュールを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このモジュールをリセットします。

オンラインになっていることを確認

します 
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② リセット対象のモジュールをドラッグして移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 再びリセット対象のモジュールを選択し右クリックにて「削除」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リセット対象をドラッグして移動さ

せます 

 

モジュールを選択し削除をクリック

します 
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④ 確認のダイアログメッセージが表示されますので「Yes」を選択して下さい。モジュールがリセット

されネットワークから除外されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージに対して「Yes」を選択

します 
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■SED のリセット 

SED をリセットする方法を以下に記載します。 

―注意事項― 

 ・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・SED のリセットを行った場合、計測データは全て失われます。 

 

① Source を立ち上げてメニューより「機器」画面を開きます。リセット対象の SED を選択して右ク

リック後に「削除」を選択します。ダイアログメッセージが出ますので「Yes」を選択して下さい。

画面から削除されるまで SED 本体の通信ボタン数秒おきに押して下さい。SED が画面から削除され

るとリセット完了です。 

 

          

スキャン        センス        スイッチ 

 

 

 

 

 

メッセージに対して「Yes」を選択

します 

 

ボタンを押す 

ボタンを押す ボタンを押す ボタンを押す 
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■スティングプラスのリセット 

スティングプラスをリセットする方法を以下に記載します。 

―注意事項― 

 ・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・プラスモジュールのリセットを行った場合は計測データは全て失われます。 

 

① Source を立ち上げてメニューより「機器」画面を開きます。前章と同様の手順でリセットしたいプ

ラスモジュールを選択し、ドラッグして移動させます。次に選択した状態でキーボードにて「Ctrl＋

Shift＋R」を同時に押して下さい。英語メッセージが表示されますので、「Yes」を選択して下さい。 

画面から削除されるとリセット完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーボードで Ctrl+Shift＋R を同時に押して下

さい。表示されるメッセージに対して「Yes」

を選択して下さい 

 



 

                                                                                    

DOC00481250 

  

64 

目的外使用・複写・転載・開示禁止 株式会社 東光高岳 2021 .７.3０ 

■スティックのリセット 

スティックをリセットする方法を以下に記載します。 

―注意事項― 

 ・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・スティックと紐付けされているプラスモジュールを電源に接続しないで下さい。 

 

① スタートメニューより「すべてのプログラム」⇒「Plugwise Source」⇒「コンフィグレーション

ウィザード」を選択します。「準備」の画面が表示されますので「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 
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② ライセンスコードは既に書き込まれているので「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ スティックが認証され、プラスモジュールは ID が自動入力され認証待ちの状態になります。この状

態でしばらくすると「×」がアクティブになりますので、クリックすることでスティックがリセット

されます。確認メッセージが表示されますので「OK」をクリックします。最後に「キャンセル」を

クリックして画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック クリック 

クリック 

クリック 

クリック 

クリックして終了 
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3.7.2. ハードリセット 

前章のソフトリセットができない状況の際はハードリセットを試して下さい。 

◇スティングプラス、スティング、ステルスのリセット手順について 

スティングプラスとスティングについては内部に実装されているリレーの『有無』で手順が多少異な

ります。リレーの有無を確認した上で該当する手順に従いリセットを行って下さい。 

※電源に接続した際に『カチッ』と音がする場合は『リレー有り』、しない場合はリレー『無し』のタイ

プとなります。 

 

 

  電源に接続 

■スティングプラス（リレー有り）、スティング（リレー無し）のリセット手順 

スティングプラス、スティングについては OA タップを用意してプラグを電源に接続したり抜いたり

する動作を以下の手順のように繰り返して下さい。 

 

 

                      

               電源に接続                      抜く 

 

スティングプラス（リレー無し）、スティング（リレー無し）の場合 

 

 

電源に接続し『カチッ』

という音でリレーの『有

無』を判断します 

OA タップ 

OA タップ 
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次に以下の手順に従い、リセットが成功していることの確認を Source から行います。確認方法が

スティングプラス（リレー無し）、スティング（リレー無し）で異なります。 

 

◇スティングプラス（リレー無し）の確認 

① スティックを管理 PC に接続した状態でメインメニューより、「モジュールの追加」を選択して下さ

い。以下の画面まで進行させて１分程待機して下さい。 

 

② リセットが成功している場合にはスティングプラスが認識されませんので、以下の画面から自動進行

しません。リセットが失敗している場合は、以下の画面から自動進行します。その場合はもう一度最

初からリセットをやり直して下さい。確認後はキャンセルをクリックして終了して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇スティング（リレー無し）の確認 

① スティックを管理 PC に接続し、紐付されたスティングプラスとリセットしたスティングを電源に接

続した状態でメインメニューより、「モジュールの追加」を選択して下さい。リセットが成功してい

る場合は「不明なモジュール」という文字が画面に表示されます。リセットが失敗している場合は、

表示されません。その場合はもう一度最初からリセットをやり直して下さい。次に、画面上の「不明

なモジュール」をダブルリックします。 

② リセットを行ったスティングと ID が一致していることを確認して下さい。確認後、「戻る」⇒「キャ

ンセル」をクリックして終了して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスモジュールをサーチしたまま進行さ

れません 

確認後「キャンセル」で終了し

ます 

確認後「クリック」で終了 

ダブルクリック 
ID を確認 

確認後「クリック」 
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■スティングプラス（リレー有り）、スティング（リレー有り）スティングプラスコントロール、スティ 

ングコントロールのリセット手順 

スティングプラス、スティングについては OA タップを用意してプラグを電源に接続したり抜いたり

する動作を以下の手順のように繰り返して下さい。 

 

ハードリセット手順 

                      

                電源に接続                     抜く 

次に以下の手順に従い、リセットが成功していることを確認して下さい。方法はスティングプラス（リ

レー有り）、スティング（リレー有り）で共通です。OA タップを使いプラグを電源に接続して下さい。 

 
 

 

電源に接続  

 

OA タップ 

OA タップ 

◇注意事項 

スティングについてはリセットが成功している場合、何度電源に接続しても 4 秒後に

カチッ!という音が確認できます。スティングプラスは電源を接続した最初の 1 回しか

この確認が出来ません。 

リセットは成功していますが、2 度目以降は 2 秒後にカチッ!（失敗のパターン） 

のパターンとなりますのでご注意下さい。 

リセットが失敗している場合、通常の通

電として 2 秒以内に通電します 
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■ステルスのリセット手順 

設置前のステルスについては、下図のような接続サンプルのように接続を行い、OA タップを用意して

プラグを電源に接続したり抜いたりする動作を以下の手順のように繰り返して下さい。設置済のステル

スでも壁スイッチを入切することで電源の接続/切断の代わりになりますので設置したままでのリセッ

トが可能です。 

 

 

    

                     
     電源に接続                       抜く 

※壁スイッチ ON の状態              ※壁スイッチ OFF の状態   

 

 

OA タップ 
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次に以下の手順に従い、リセットが成功していることを確認して下さい。 

OA タップを使いプラグを電源に接続するか、壁スイッチを ON にすることで以下を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

                     

  電源に接続                    

※壁スイッチ ON の状態        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リセットが失敗している場合、通常の

通電として 2 秒以内に通電します 

 

リセットが成功している場合、4 秒後にカ

チッ!とリレーが動作します。 

リレーの音で確認出来ない場合は接続さ

れている照明が 4 秒後に点灯することを

確認して下さい 

OA タップ 



 

                                                                                    

DOC00481250 

  

71 

目的外使用・複写・転載・開示禁止 株式会社 東光高岳 2021 .７.3０ 

■スイッチのリセット方法 

スイッチのリセット方法を以下に記載します。スイッチは、ファームウェアの違いによってリセット

手順が異なります。 ファームウェアの確認は上に登録しないと確認できないため、登録前のリセットは

パターン１、パターン２を両方試して下さい。 ファームウェアの確認が出来る場合は、該当するパター

ンを試し下さい。  

◎パターン１ ： <Firmware> 2011-07-01 

◎パターン２ ： <Firmware> 2009-09-08 、 2010-11-01 

 

 

 

 

 

スイッチ パターン１のハードリセット手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plugwise のロゴ 
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スイッチ パターン２のハードリセット手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plugwise のロゴ 
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■センス、スキャンのリセット手順 

センス、スキャンのリセット方法を以下に記載します。バックプレートを外し、本体裏面のリセット

ボタンを押せる道具（ドライバーやクリップなど）を用意して下さい。また、リセットを行う際は必ず

電池を取り付けた状態で行って下さい。 

 

 

センス、スキャンのハードリセット手順 

 

リセット手順が終了しましたら、正面の通信ランプの状態が以下のように変化することを確認して 

下さい。変化しない場合は、もう一度初めからリセット手順を試して下さい。 

・センス：小刻みな点滅状態から消灯状態に変化 

・スキャン：小刻みな点滅状態から点灯状態に変化 

 

   センス  スキャン 

 

 

 

 

 

 

リセットボタン リセットボタン 

通信ランプ 通信ランプ 
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3.8. バックアップ 

■バックアップファイルについて 

バックアップファイル内に格納されているデータは以下となります。定期的にバックアップファイル

を保存しておくことを推奨します。 

 

項目 内容 

ライセンス情報 ネットワーク構成時に入力したライセンス情報 

レポートデータ 過去に蓄積した全モジュールのレポートデータ 

スケジュール情報 スケジュール画面にて設定した全スケジュールデータ 

各種管理情報 「ルーム」「グループ」で設定した全モジュールの管理情報 

 

■バックアップファイルの作成方法 

本コンテンツでは、Source のバックアップファイル作成方法を記します。 

 

① メインメニューから「バックアップ」を選択します。バックアップファイルの場所を指定し、ファイ

ル名を入力します。最後にファイルを保存します。ファイル名はデフォルトで （yyyy/MM/dd 

hh:mm.plu ：年/月/日_時/分）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バックアップファイルの保存が行われますのでウィザードが終了するまで待機します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名を入力 

 

保存する場所を指定 

最後にクリック 

バックアップ中… 

バックアップファイル作成完了 
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■バックアップデータのリストア方法 

バックアップデータを用いてデータのリストアを行う方法を以下に記載します。リストア機能は以下

のようなケースで活用することができます。 

 

項目 内容 

データの復元 

管理 PC が故障した際に Source がインストールされた他パ

ソコンにデータを復元することができます。 

ライセンス、ネットワーク情報も全て復元されるため、ステ

ィックを差し込むだけで直ぐに代替えの管理 PC として利用

できます。 

データの共有 
Source がインストールされた他パソコンでデータ復元する

ことでデータを共有することが出来ます。 

バックアップデータ活用ケース 

 

① スタートメニューより「すべてのプログラム」⇒「Plugwise Source」⇒「バックアップ＆リスト

ア」を選択します。以下の画面が立ち上がりますので「バックアップデータのリストア」を選択して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バックアップファイルを指定し「開く」を選択して下さい。「リストアが完了しました」の表示が出

ましたら完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 

バックアップファイルを指定 

リストア完了 
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3.9. Firmware アップデート 

以下の手順で Firmware を最新バージョンにアップデートすることができます。アップデートの

通知設定がなされていない場合は、利用可能なバージョンがあるかインターネットに接続して確認

する必要があります。 

※全モジュールの Firmware は出荷時に最新となっていますので、基本的にこちらのコンテンツを

実行する必要はありません。 

―注意事項― 

・インターネットに接続した状態で行って下さい。 

・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・プラスモジュールに電源を供給して下さい。 

・プラスモジュールはスティックの半径 5ｍ以内、子機モジュール、SED はプラスモジュ 

ールの半径 10ｍ以内に設置して下さい。 

・新しくモジュールを登録する場合は、必ずリセットされたものをご用意下さい。 

・最新版の Source にアップデートした後で Firmware のアップデートを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー画面 

<通知設定 ON>                   <通知設定 OFF> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用可能なバージョンがある場合

「！」が点灯します 

 

選択することでインターネットに接続

しアップデート情報を確認できます 

選択 

選択 
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① 「アップデートウィザードを開始しますか？」と表示されますので、「Yes」を選択して下さい。「次

へ」をクリックし次のステップに進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② パート１：インターネットへの接続を確認します。        

パート２：Source が最新バージョンであるか確認します。 

パート３：ネットワークをチェックしモジュールの Firmware バージョンを確認します。 

上記３項目が終了すると自動的に次のステップへ進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 

クリック 

パート１ 

パート３ 

パート２ 
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③ 下記のようにチェックボックスがついているか確認して下さい。「次へ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ Firmware アップデートに移ります。青色文字のモジュールがアップデート対象でファームが古いモ

ジュールが順にアップデートされていきます。全てのアップデートが終了しましたら、アクティベー

トに移ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ アップデートしたモジュールのネットワークが再構築されます。全てのモジュ―ルがオンラインにな

るまで待機します。※電源が供給されていないモジュールのアップデートはスキップされます 

アップデートが終わると、Source が自動的に終了します。最後に Souce を起動して、「機器」画面

でアップデートしたモジュールのファームウェアが更新されていることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「チェックボックス」を確認 

アップデート中… アクティベート中… 

選択 

オンライン表示確認 

ファームウェア更新を確認 
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3.10. 個人情報 

本コンテンツでは、ネットワーク構成で行った個人データの情報を変更することができます。

Anna Technology 製品に関する情報や、モジュール及びソフトウェアのアップデート通知を得た

い場合に設定しますが、こちらのコンテンツの設定は変更しないようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定変更しないで下さい 
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3.11. エネルギー換算値 

本コンテンツでは、ネットワーク構成で行ったエネルギー換算値の情報を変更することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 設定したエネルギー換算値のリストが一覧表示されます。新規作成する場合は右クリックより「新し

い」を選択、既存情報を編集する場合は右クリックより「編集」を選択します。削除する場合は右ク

リックより「削除」して下さい 

② エネルギー換算値情報を入力して下さい。 

■名前：任意の名称を登録          

■タイプ：電気使用量を選択  

■会社名：Plugwise を選択（またはデフォルト） 

■プロダクト：エネルギー換算値を選択（またはデフォルト） 

■開始日～終了日：エネルギー換算値の有効期間を入力します。 

■税：電力会社との契約情報を入力します。  

■CO2 排出量：1kWh 当りの CO2 排出量を入力します。 

 

電気料金は、各電力会社の契約条件によって異なります。お客様の契約されている電気料金を確認し

て入力を行って下さい。詳細は各電力会社のホームページで確認して下さい。 

（記入例：15\/kWh ※基本料金を除く大規模ビルの電力料金単価の一般例） 

CO2 排出量も同様に各電力会社にて異なります。各電力会社のホームページを確認して下さい。 

（記入例：0.491kg/kWh 東京電力エナジパートナー平成 27 年度実績） 

 

③ 電気料金の夜間割引が適用される場合は契約情報を入力して下さい。夜間割引料金は「ピーク時」へ

入力して、有効期間をプルダウンにて選択します。 

 

① 

 

② 

 

③ 
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3.12. プログラム 

本コンテンツでは、プログラム設定の変更を行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 言語 

・Source の中で表示される言語を設定します。またレポートの中で使用される通貨単位をセットするこ 

とができます。プルダウンにて選択して下さい。区切り文字は「,」として変更しないで下さい。 

■エネルギー生産量のレポートに負の値を使用する 

・チェックすることで計測データに負の値がある場合にそのデータもレポート画面にて表示します。 

■Use Fahrenheit for temperature 

・チェックすることで温度表示する際に華氏温度にて表示します。 

② BACK UP 

・2 種類の方法により BACK UP ファイル自動生成することができます。 

※バックアップファイルの生成は１日１度だけ行われます。バックアップの設定を２種類している場合

でも１日に１度しかファイルは生成されません。 

■１日１回起動時に BACK UP 

・Source 起動時に指定の場所へバックアップファイルを保存します。チェックボックスを入力すること

で有効となります。 

■毎日指定した時間に back up 

・指定した場所へバックアップファイルを保存します。チェックボックスを入力することで有効となり

ます。※ホーム版では非表示です 

 

 

① 

 

③ 

 

② 

 

④ 

 

⑥ 

 

⑤ 
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③ ライセンス概要 

・Source で有効になっている機能が一覧で表示されます。Source では、無償の Home 版ライセンス 

の他にオプションライセンスが用意されています。追加購入することでスマートコンセントを管理で

きる台数を増やしたり、新たな機能が利用できるようになります。追加購入したライセンスはインタ

ーネットに接続した状態で「追加」ボタンをクリックし、入力することで有効となります。 

 

ライセンス機能 

④ Web サーバー許可 

機能 説明 

Source Pro 

Home 版を Pro 版へアップグレードするために必要なライセンスです。本ラ

イセンスと他ライセンスを組み合わせることで機能を拡張することができま

す。※本ライセンスには「Source Pro」「Web server」 「Multiple networks」 

「Data export」「25 to 250 nodes」「Extended scriptng」のライセ

ンスが一式で含まれています。 

Web server 

（Home 版にライセン

ス含む） 

Source の web サーバー機能を使用するために必要なライセンスです。Web

サーバーを起動させることで同一ネットワーク内にある他のパソコンから

Source にアクセスすることができます。 API 使用するためにも必要です。 

Multiple networks 
Source で 2 つ以上のスティックを管理するために必要なライセンスです。

SLP を使用するためにも必要となります。 

Data export 

（Home 版にライセン

ス含む） 

電力量データを CSV ファイルに出力するために必要なライセンスです。ま

た、API の「Log」コマンドを使用するために必要となります。 

25 to 250 nodes 

Source 上で管理できるモジュールの総数を「25～250 台」に拡張するため

に必要なライセンスです。 

※別途 Source Pro のライセンスが必要です。 

250 and more 

nodes 

Source 上で管理できるモジュールの総数を「250 台以上」に拡張するため

に必要なライセンスです。 

※別途 Source Pro のライセンスが必要です。 

Extended scriptng 
東光高岳製「エコ.web」と連携するために必要なライセンスです。 API のカ

スタマイズをすることが可能となります。 

Event scripting 

警報をイベントとして出力するために必要なライセンスです。 

例えば「センス」で計測している温度が設定した上限値を超えた際に警報を

イベントとして出力します。 

Event scripting 

Ｖライセンスと組み合わせてメールサーバー等に警報のイベントを転送させ

ることができるライセンスです。 

※別途 「Extended scriptng」ライセンスの購入が必要です。 

※別途「Source Pro」ライセンスの購入が必要です。 
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・Source の Web サーバー機能を有効にします。アクセスには IE 等の web ブラウザを使用します。ネ

ットワーク上の他コンピュータと競合しないように TCP ポート、ルートフォルダーを設定します。ま

た、アクセス権限を持たせたい場合はユーザー名及びパスワードを入力します。 

⑤ このスクリプトの実行 

・この機能は使用出来ません。 

⑥ 手動プロキシ設定 

・プロキシサーバーを使用して Source の web ブラウザにアクセスする際の、プロキシ設定を入力しま 

す。セキュリティ権限を持たせたい場合はユーザー及びパスワードも入力して下さい。 
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3.13. システム 

本コンテンツでは、SED を使用する際のデフォルト設定の変更を行えます。 

※設定を短くすると電池の消耗を早めるため、変更しないで下さい。 

 

 

① SEDs デフォルト設定 

・SED に対してデフォルトで設定される「起動間隔」「起動経過」を設定します。 

 

② センスデフォルト設定 

・センスに対してデフォルトで設定される「計測間隔」を設定します。 

 

③ スキャンデフォルト設定 

・スキャンに対してデフォルトで設定される「スイッチ OFF 遅延」「感度」を設定します。 

 

④ ファームウェアアップデート準備 

・インターネットに接続されている場合、最新のファームウェアがあるか調べ指定した時刻に更新を行

うことができます。 

 

 

 

 

 

④  

 
③  

 

②  

 

①  

 

保存すると設定が SED に送信されるので注意 
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4. SLP を利用する 

SLP を Source で利用するための、登録方法を以下に記します。 

■SLP とは？ 

SLP はルーター機能を有するモジュールで、スティックを USB ポートに挿し込んで使用します。SLP

を使用することで Source をインストールした管理 PC から電波の届かないモジュールに対して、LAN

を利用して通信することができます。たとえば、管理用のパソコンを１台用意し、各フロアに SLP を 1

台ずつ設置することでフロア跨ぎのネットワークを一括で管理することができます。 

 

―注意事項― 

・スティックを USB ポートに差し込んだ状態で行って下さい。 

 
・SLP とセットで使用するスティックは事前にコンフィグレーション画面にて Source 上 

に登録を行って下さい。 

・SLP は IP アドレスの設定を終了した製品をご使用下さい。環境に合わせた設定が必要 

です。 

 

 

 

SLP システム構成 

複数のネットワークを一括で管理 

・ホーム版ライセンス：23 台以下／ネットワーク 

・プロ版ライセンス：64 台以下／ネットワーク 

・SLP の制限台数はなし 

・Source で管理できるモジュール数は最大 500 台まで 
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4.1. 事前準備 

SLP を Source で認識させるためには、ご利用になるネットワーク環境に合わせた設定を行う必要があ

ります。設定をする前に以下の項目を確認して下さい。 

 

① Source が Pro2.23 以上のバージョンであることを確認します。 

もし、Source が上記バージョンより古い場合にはバージョンアップして下さい 

 

② Source のプログラム画面より「Multiple networks」のライセンスがあることを確認して下さい。こち

らのアイコンがないと SLP を使用できません。アイコンが無い場合は、オプションにて「Multiple 

networks」のライセンスを購入して頂く必要があります。 

 

 

 

■パソコンとの接続方法 

SLP はネットワークケーブルの結線を自動認識します。ご利用になるネットワーク環境によっては認

識されない場合がありますので、記載のケーブルを参考に選定して下さい。 

 

１．パソコンに直接接続する時 

SLP のネットワーク設定を行うためにパソコンと一対一で直接接続する必要があります。このときは、

カテゴリー5(100BASE-T)以上のクロスケーブルを使用します。 

 

 

 

 

 

パソコンと直接接続する場合 

 

 

 

パソコン

クロスケーブル

ＳＬＰ

チェック 
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２．ローカルエリア接続の時 

ルーターや Ethernet ハブを介して SLP を接続するときは、カテゴリー5(100BASE-T)以上のスト

レートケーブルを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

  ルーターやハブに接続する場合 

３．プロキシサーバーを経由したネットワーク接続の制限事項 

SLP とブラウザのネットワーク間にプロキシサーバーが存在する場合、SLP の設定が変更できないこ

とがあります。SLP の設定を変更するときはローカルネットワークもしくはプロキシサーバーを経由し

ないネットワークを利用して下さい。 

 

■パソコンの IP 設定 

他のネットワークに接続している機器との影響をなくすため、クロスケーブルなどで直接接続して設定する

ことを推奨します。購入時には、まずパソコンのネットワーク設定を SLP のネットワーク設定に合わせてか

らアクセスします。以下にパソコンの設定方法を説明します。 

※設定変更の前にパソコンの設定は管理者権限を持つユーザーでログインして行って下さい。また、設

定を戻す必要がありますので、必ず変更前の状態をメモしておいて下さい。 

 

① パソコンの「インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティ」を開きます。お使いの OS によっ

て若干手順が異なります。「スタート」メニュー⇒「コントロールパネル」⇒「ネットワークと共有セン

ター」⇒「アダプターの設定の変更」の順に開き、SLP と接続する LAN ポートの「ローカルエリア接続」

を右クリックして、プロパティをクリックします。続けて「インターネット プロトコルバージョン

4(TCP/IPv4)」をクリックします。 

         

ネットワークプロパティ画面 

 

 

パソコン

ハブまたはルータのLAN端子

ストレートのLANケーブル

ＳＬＰ
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② 設定を変更します。「次の IP を使う(S)」にチェックを入れ、「IP アドレス」に「192.168. 0.1」、「サ

ブネットマスク」に「255.255.255.0」を入力します。DNS サーバーが設定されている場合には

入力を空にします。 

※上記は設定例です。IP アドレスとサブネットマスクは SLP と通信可能な設定として下さい。 

 

 
 

インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティ 

 

③ また、プロキシサーバーが設定されている場合には、解除します。同じく「コントロールパネル」の

[インターネットオプション]から[接続]のタブを開き、[LAN の設定]を開き設定を変更します。 

 
 

インターネットのプロパティ画面 
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■SLP の IP アドレス設定 

出荷時の SLP には IP アドレスが割り当てられていません。Web ブラウザでネットワークの設定を行うた

めには、DHCP サーバー機能を有したルーターなどを用いて適当な IP アドレスを SLP に割り振る必要があ

ります。ルーターに Web アクセスし DHCP クライアントリストにて IP アドレスが SLP 割り当てられてい

ることを確認して下さい。 

※下記では、「SLP0161」に IP アドレス「192.168.0.161」が割り当てられていることを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウザで SLP にアクセスし、ネットワーク設定コンテンツで IP アドレスの設定を変更します。SLP

へは、ブラウザからアクセスすることができます。ブラウザを起動し、SLP の IP アドレスを URL 欄に

入力して下さい。 

① URL 欄に以下のアドレスを入力します。 

「http://SLP の IP アドレス/」 

 

 インターネットエクスプローラ画面 

◎SLP ネットワーク設定の初期化方法 

もし、ネットワーク設定がうまくいかない場合は、SLP の初期化を行って下さい。電源を

入れた状態で 15 秒間リセットボタンを長押しすることで、ネットワークの設定(IP アドレ

ス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、DNS サーバーアドレス)を初期化します。

電源を入れてから、初期化が完了するまで、数十秒の間お待ち下さい。 

 

http://slpのipアドレス/
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② Username に「root」、Password は SLP に張り付けてあるラベルの右下に記載されている「root 

pw」を入力します。入力後「Login」をクリックします。ログイン操作はブラウザを起動するたび

に 1 回だけ行います。 

 

ログイン画面 

 

SLP ラベル 

③ Network のタブをクリックして、システム設定コンテンツ画面に移ります。 

 

ネットワーク設定画面 1 
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④ LAN メニューの中にある「Edit」をクリックします。 

 

ネットワーク設定画面 2 

⑤ こちらの画面内でネットワークの設定である「Protocol」を「Static address（固定 IP）」 として

下さい。「IP アドレス」「サブネットマスク」「デフォルトゲートウェイ」「DNS サーバーアドレス」

を変更することができます。ネットワーク環境に合わせた設定として、変更後に「Save＆Apply」

をクリックして適用して下さい。クリック後は、変更が更新されるまで数十秒程お待ち下さい。 

※上記以外の設定は変更しないで下さい。SLP が正しく動作しない可能性があります。 

 

ネットワーク設定画面 3 

以上で、SLP ネットワークの設定は終了です。 
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4.2. SLP 登録方法（自動） 

ネットワーク内に存在する SLP を自動で検索して登録を行います。環境によってはサーチがうまくで

きない場合がありますので、その場合は次章の「手動」で登録する方法を試して下さい。 

 

① Source を立ち上げ、機器画面にて虫眼鏡のアイコンを選択後、Stretch Lite 検索ウインドウが立ち

上がるので「サーチ」を選択します。 

 

 

 

② ネットワーク内にある SLP がリスト上に現れます。SLP をダブルクリックして選択します。 

SLP が複数台ある場合はリスト上の「名前」から照合して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

選択 

選択 
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③ SLP に貼られているシールのパスワードを入力します。入力後に「テスト」を選択します。ステー

タスが「Success」になると登録成功です。「OK」ボタンで前の画面に戻って下さい。 

                  

 

④ Source を再起動し、紐付けされているモジュールがオンラインとなることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．クリック 

４．クリック 

 

１．パスワードを入力 

紐付けされているモジュールが 

オンラインとなっていること 

 

３．確認 
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4.3. SLP 登録方法（手動） 

前章の「自動」で登録する方法がうまくいかない場合は、以下の手順を実行して下さい。 

 

① Source を立ち上げ、機器画面にて虫眼鏡のアイコンを選択後、Stretch Lite 検索ウインドウが立ち

上がるので「手動で」を選択します。 

 

 

 

②  以下情報を各ボックス内に入力します。 

■IP アドレス 

・事前に設定した又は DHCP より割り当てられた SLP の「IP アドレス」を入力する。 

■TTY port 

・「USB0」と入力します。 

■パスワード 

・SLP に貼られている左下の番号を入力します。 

 

入力後に「テスト」を選択します。一度「OK」ボタンで前の画面に戻ります。 

                  

 

 

 

クリック 

クリック 

１．入力 

２．クリック 

３．クリック 

 

入力用パスワード 
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③ 前の画面に戻ると「Stretch Lite 検索」画面に設定した SLP が表示されます。ランプマークが点灯

していますが、この状態ではまだ SLP は使えないため、ダブルクリックして再度 SLP の選択を行い

ます。 

 

④ パスワードを再入力して、「テスト」をクリックします。ステータスが「Success」になることを確

認します。最後に「OK」をクリックして完了です。この状態で初めて SLP との通信が確立します。 

 

 

  

⑤ Source を再起動し、紐付けされているモジュールがオンラインとなることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 

１．再入力 

３．確認 

２．クリック 

紐付けされているモジュールが 

オンラインとなっていること 
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5. 注意事項 

5.1. 運用について 

■管理 PC の運用 

スティックが接続された管理 PC を常時起動しておく必要はありません。スイッチからの ON/OFF 操

作やスキャンの自動制御はローカルで行われますので管理 PC は経由しません。ただし、Source を定期

的に立ちあげて測定データを収集すること及びバックアップファイルを保存することを推奨します。 

   
管理 PC 

■停電時の対応 

１．時刻同期 

子機モジュールは、停電もしくはプラグを抜き差して、電源が一時的に遮断されると時刻の情報が消

去されます。（スケジュールなどその他設定情報は記憶されています）その場合、親機モジュールが子機

モジュールと通信可能な範囲内に配置されていれば、時刻が自動的に同期されますが、いない場合は同

期されません。その場合、親機モジュールを近くに配置するか、もしくはスティックが接続された管理

PC を子機モジュールと通信可能な範囲内で起動させて下さい。 

 

２．モジュールの動作 

停電が発生すると本機器への電源が供給されなくなるため、モジュールは ON 状態（通電状態）とな

ります。そのため、本機器に接続する照明器具も点灯してしまうことになります。夜間時に停電した場

合の対処方ですが、予め照明用 SW を OFF にして頂き運用面でカバーして頂く方法か、以下スケジュー

ル設定にて回避して頂く方法があります。 

 

 
 

 

 

OFF 制御によるスケジュール「１」 

 

OFF 制御は 20 時に一度実行されるのみ 

 

常時起動は不要です 
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スタンバイキラーによるスケジュール「２」 

 

  上記のような「１」のスケジュールを組み夜間時に停電した場合、機器として接続された照明器具

は夜間中点灯状態となってしまいます。スタンバイキラー機能を用い、「２」のようなスケジュールを

組み極端に大きなしきい値（画面例は 300W に設定）を設定しておくことで夜間時に停電した場合で

も OFF 制御が実行され、15 分以内に照明器具が消灯します。 

 

◎スタンバイキラー 

消費電力がしきい値以下になると、OFF 制御が実行される機能です。 

※本来は待機電力をカットするために使用する機能です 

しきい値の設定幅は 5～3600W です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンバイキラー：15 分間隔で OFF 制御が実行される 
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5.2. スイッチ使用時 

■スケジュール制御とスイッチを組み合わせて使用する場合 

後押し優先となるため、スケジュール制御で照明が OFF になっても、スイッチで照明を ON にできま

す。 同様に、スケジュール制御で照明が ON になっている間も、スイッチで照明を OFF にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール制御設定 

照明の状態 

スイッチ 

スケジュール制御で照明が OFF になった後もスイッチで照明

の ON/OFF が可能になります 

スケジュール制御で OFF になるので、照明が自動

的に消えます 
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■スケジュール制御と既存スイッチを組み合わせて使用する場合 

スケジュール制御で照明を OFF にした場合、既存スイッチで ON にするためには、一度既存スイッ 

チを OFF し、ON しなければなりません。 既存スイッチで照明を消せるが、翌朝スケジュール制御 

で照明をつける前に既存スイッチを ON にしなければ、スケジュール制御では照明がつきません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール制御設定 

照明の状態 

既存スイッチで ON/OFF 

 

既存スイッチが OFF なので照明はつかない 

スケジュール制御で OFF にな

るので、照明が自動的に消えま

す。 

手動で ON 

1 回消して

手動で ON 
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5.3. スキャン使用時 

■スキャンは、照明制御専用の人感・照度センサーです。ステルスプラス又はステルスと組み合わせて

使用して下さい。 

※スティングプラスコントロール、スティングコントロールとは組み合わせて使用しないで下さい。 

 

■スケジュール制御とスキャンを組み合わせて使用する場合 

制御できない可能性がありますのでこの組み合わせでは使用しないで下さい。 

 

■スケジュール制御とスイッチを組み合わせて使用する場合 

スキャンの設定を最終感知から OFF までの時間を 30 分とした場合の制御例を以下に記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ 

照明の状態 

スキャン 

OFF 制御 

最後の感知から 30 分後 

 

退室時、スイッチで照明 OFF 

※スキャンでの ON ができなくても、ス

イッチでの ON/OFF 制御は可能 

スキャンは ON の認識、実際の照明は OFF

状態、入室しても照明は消えたまま 
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5.4. その他 

■スキャンが電池切れになると通信不可となるため、人感制御は無効となります。 

また、スキャンが電池切れとなる前に最後に送信した ON/OFF 信号で照明は状態を維持します。 

（ON の場合は照明がついたまま、OFF の場合は消えたままとなります。） 

制御を有効にする場合は電池を新品に交換して下さい。 

 

■スイッチが電池切れになると通信不可となるため、ボタンを押しても ON/OFF 制御が不可となります。

その場合は電池を新品に交換して下さい。 
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6. よくある質問（FAQ） 

一般的な質問                                  

 

・管理 PC は常時電源を ON にする必要はありますか？ 

 ⇒管理 PC は常時 ON である必要はありません。モジュールは、独自のメモリを持っておりデ―タは管

理 PC の電源が OFF されている場合でも保持され、送信したスケジュールに従い機器のスイッチは自動

的に ON/OFF されます。また、PC の電源が ON された後、モジュールに格納されたデータは、Source

上に蓄積されレポート画面に棒グラフとして表示されます。 

 

・モジュールの供給電源が OFF となった場合（停電時等）測定データはどうなりますか？ 

 ⇒最大で直近１時間の測定データが失われます。（16 時 45 分に停電の場合⇒16 時 00～16 時 45 分

の測定データは損失します）過去１年分のデータは独自のメモリに保存されていますので保持されてい

ます。 

 

・誤操作防止対策を施したい。 

⇒不用意な操作を避けたい機器が接続されている場合や一時的に ON/OFF 操作を禁止したい場合は、以

下の設定を適用して下さい。機器画面より機器を作成し、右クリックよりプロパティで設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトでは設定されていない 通信しないようにネットワークか

ら除外 

 

○無通信状態となり誤操作

を防止することが可能 
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・どのくらいの期間、測定データは保存されますか？ 

⇒少なくとも１年間以上のデータは各モジュールに保存されます。メモリ上限になると古いデータから 

上書きされていきます。スマートコンセントを運用する上で少なくとも３ヶ月毎に、Source を経由して 

計測データを収集することを推奨します。 

 

・システムの時刻はどのように定められていますか？ 

⇒全てのモジュールは個々に時刻を記憶しています。Source を起動するとプラスモジュールの内蔵時計 

は PC の時刻と自動的に同期されます。他モジュールの時刻はプラスモジュールと同期されています。 

 

・別のコンピュータに Source の環境（設定値、測定データ）を移すことはできますか？ 

⇒はい、可能です。他のコンピュータ上で Source をインストールしてバックアップファイルをリスト 

アして下さい。 

・ライセンスコードについて 

⇒再発行はできませんので、ライセンスコードは大切に保管するようにお願いします。Source をインス 

トールし認証を行う際に必ず必要となります。 

 

・Souce のアップデートをする必要はありますか？ 

⇒最新のソフトウェアには修正プログラムが提供されますのでアップデートすることを推奨します。ア

ップデートを確認するにはインターネット接続が必要です。 

 

ソフトウェア                                                                  

 

・Source のインストール、ネットワーク構成にはどの程度の時間が掛かりますか？ 

⇒総時間は使用しているモジュールの数によって異なります。紐付けされていないモジュールを使用す

る場合、一般的に１つのモジュールに対して１分程の時間が掛かります。 

・Plugwise ネットワークを拡大するには？（モジュールを新しく追加したい） 

⇒新しいモジュールは以下操作で簡単に追加することができます。 

［設定］⇒［モジュール追加］※詳細は本取扱説明書をご覧下さい。 

 

・Plugwise ネットワークを１から再構築したい。 

⇒全てのモジュールをリセットする必要があります。リセットした場合全ての計測データ及びネットワ

ーク構成の情報が失われますのでご注意下さい。データは如何なる方法でも復元できません。 

 

・測定時間を１時間より短い間隔で行うことはできますか？ 

⇒測定間隔は１時間固定となります。 

 

・リアルタイムの測定値はどのように積算表示しているのですか？ 

⇒8 秒の平均値で算出した値を表示しています。 
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トラブルシューティング                                   

 

◆レポート画面の棒グラフが更新されません。 

⇒レポートの棒グラフを生成するには以下の手順を実行して下さい。 

・レポート画面の表示期間を確認して下さい。「から」～「まで」を正しく設定します。 

・「画面更新」ボタンをクリックします。 

 

モジュールを登録してから、最初の使用量データが生成されるまで最大で 2 時間掛かかります。数時間

モジュールを機器に接続し、ネットワークの通信が問題ない場合、Source の問題の可能性がありますの

で最新バージョンの Source をダウンロードして下さい。 

 

◆ライセンスコードを入力する時、「次へ」をクリックすることができません。 

⇒不正なコードを入力している可能性があります。数字と文字が正しく入力されていることを確認して

下さい。同様にインターネット接続を確認して下さい。それでも解決しない場合は、コンフィグレーシ

ョンを最初からやり直して下さい。 

 

 

◆コンフィグレーション中に以下のメッセージが表示され強制終了してしまいました。どうすればよい

でしょうか？ 

⇒「スタート」⇒「全てのプログラム」⇒「Plugwise Source」⇒「コンフィグレーション」にショー

トカットメニューがありますのでそちらから再開して下さい。 
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◆エラーメッセージが表示されバックアップファイルが読み込めません。どうすればよいでしょうか？ 

⇒最新版 Source のインストールを実行して、アプリケーションの修復を行って下さい。 

 

◆ファームのアップデートプロセスが失敗してしまいました。 

⇒「スタート」⇒「全てのプログラム」⇒「Plugwise Source」⇒「アップデートウィザード」から再

開できます。指示に従い再度更新ウィザードの操作を進めて下さい。 

 

◆ハードディスクドライブが故障した場合どうすればよいですか？ 

⇒バックアップファイルを利用し、新しく用意した管理 PC に Source の環境を復元することができま

す。定期的にバックアップファイルを出力し、外部媒体記憶装置に保存することを推奨します。復元方

法は以下の手順に従って下さい。 

・新しく用意した管理 PC に Source の最新バージョンをインストールします。 

・インストールが終了したら一度 Source を終了させて下さい。 

・「スタート」⇒「全てのプログラム」⇒「Plugwise Source」⇒「バックアップ＆リストア」を選択し

ます 

・「バックアップデータのリストア」を選択し、バックアップファイルの場所を指定します。 

 

◆スケジュールが時間通りに実行されない場合どうすればよいですか？ 

⇒全てのモジュールは個々に時刻を持っており、Source を立ち上げた時に、管理 PC の時刻と同期され 

ます。スケジュールが時間通りに実行されない場合には、管理 PC の時刻を正しい時間に修正し、Source 

を再度立ち上げて下さい。 

 

◆モジュールが、認識できません 

⇒モジュールが認識出来ない場合、当該機器のアイコンは、以下のように表示されます。 

     

 

 

当該モジュールの設置状況を確認して下さい。モジュール間の距離や設置環境によっては、通信が届

かずオンラインにならない場合があります。その場合は、中継器用としてモジュールを追加設置して下

さい。 
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◆スティックが認識されません 

 

 

 ⇒この問題にはいくつかの要因が考えられます。以下の解決策を順に試して下さい。 

 

解決策１：スティックを元の USB ポートに差し込む 

・Source がインストールされた時に使用されたものと異なる USB ポートに差し込まれた場合、コン 

ピュータによっては、スティックを認識しない場合があります。以下の手順に従って下さい。 

 

１．Source を終了します。 

２．スティックを元の USB ポートにスティックを差し込んで下さい。 

３．Source を再起動します。 

これで動作しない場合は、毎回異なる USB ポートを使用して上記のステップを繰り替えして下さ

い。 

 

解決策２：ドライバの削除 

 

１．「全てのプログラム」⇒「Plugwise Source」⇒「アンインストール Plugwise Source」から

Source 及びドライバーを削除します。 

２．コンピュータを再起動します。 

３．Source を新規にインストールして下さい。（デバイスドライバーも再インストールされます） 

 

上記手順を試しても、スティックが認識されない場合は別のパソコンで Source をインストールし

同様の操作を試して下さい。 

◆プラスモジュールをリセットしてネットワークの再構築をしたいのですが、Source 上のデータを 

消さずに行う方法はありますか？ 

以下の手順で実行して下さい。Source 上のデータは残りますがモジュール本体に蓄積されたデータは

リセットすることで消去されますのでご注意下さい。 

 

１．バックアップファイルの作成 

２．プラスモジュールを含むネットワーク内全てのモジュールのリセット 

３．全てのモジュールのネットワーク再構築（紐付け） 

４．｢１｣で作成したバックアップファイルのリストア 

 

お問い合せ先 

■本製品に関する Web ページ  

https://www.tktk.co.jp/inquiry/energy/?q=スマートコンセント 


